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News Release          

平成 23 年 12 月６日 

各位 

インフォコム株式会社 

東京都渋谷区神宮前２-34-17 

（JASDAQ コード番号：4348） 
 

インフォコム、BCP※対策をスピーディかつ低コストに実現する 

データセンターサービス第２弾を発表 
～「災害復旧（DR※）対策サービス」に顧客自身が保有・管理する 

オフィスビル設置サーバを対象とした新たな DR サービスの提供を開始～ 
 

インフォコムグループは、中期経営計画（平成 21 年５月公表）で重点分野の１つに位置付けているク

ラウド※/SaaS※分野において、新たなビジネスモデルの積極的な推進を図るべく、最新のクラウド基盤

を有する当社データセンターを活用した災害対策サービスの第２弾として、災害時に顧客の事業所内

等に設置のサーバとのディザスター・リカバリー※（DR）を迅速に行える「お手軽 DR サービス オフィス

版」の提供を開始いたします。 

これにより災害等、不測の事態に備えた事業継続計画にスピーディに対応可能な、低コストかつ柔

軟性の高いデータセンターサービスの更なる充実を実現します。 

 

インフォコム株式会社（東京都渋谷区 代表取締役社長 山本 員裕、以下インフォコム）は、データ

センター・サービス事業※のクラウド基盤を活用し、当社データセンターと顧客自身が保有・管理するサ

ーバとを連携させる事により、顧客の事業継続計画への対応を、柔軟、低コストかつスピーディに実現

する災害対策サービスを平成 23 年 12 月６日より開始いたします。 

  

【新サービス提供の背景】 

今年３月に発生した東日本大震災以降、DR 機能強化や事業継続計画※の見直し等に向けた早急な

対策が、IT を活用するすべての顧客に改めて最重要課題の一つであると認識されています。 

一方で企業における IT への投資は抑制傾向が続いており、企業の根幹を成すメールシステムや基

幹システム等の重要システムについて、多くの企業が不測の事態に備えたバックアップ用のサイトを構

築する必要性を認識しながらも、費用面から依然として実施に踏み切れていないと言う声も多く聞かれ

ます。 

また、自社内に設置しているサーバのデータセンター移設については安全面で効果的であるとの認

識ではあるものの、検討に必要な工程が多く対策に時間を要する現状がありました。 

 

【新サービスの特長】 

 今回提供する「お手軽DRサービス オフィス版」は、顧客の自社内等に設置したサーバの通常時リ

モートバックアップに加え、災害時は DR サイトのクラウド基盤上で本番システムを最短 1 日で立上げら

れる、低コストで DR を実現するサービスです。 

顧客の自社内等に設置したサーバをプライマリとし、インフォコムデータセンターを DR サイトとして利

用する事で、プライマリサーバが被災等で利用不可能な状況に陥った場合も、クラウド基盤上の仮想

サーバに切り替える事で、災害時のシステム障害に影響を受ける事なく事業継続が可能です。 

未だに大多数の企業がデータのバックアップ方法として採用しているテープ搬送やリモートバックア

ップ並みの価格で災害対策の強化を実現する DR 用のデータセンターの活用が可能となります。  
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【当社の今後の取組み】 

インフォコムは、製造業、商業、金融業をはじめとする多種多様な業種業態のリーデインクカンパニ

ー向けに、信頼性の高いデータセンターと ISO20000※等の第三者機関評価による様々な認証の取得

に裏付けられる高品質なフルアウトソーシング・サービス※の提供に特長を持ち、当社グループの成長

を支える基盤としてデータセンター・サービス事業を位置付け、設備の近代化投資や信頼性の一層の

向上等、競争力の強化を継続的に図っています。 

今年３月に発生した東日本大震災以降、事業継続について各社が見直しを迫られている状況にお

いて、今後も堅牢な構造、冗長化されたシステム、強固なセキュリティを誇る当社データセンターを活用

し、効率的かつコストパフォーマンスの高いサービスの提供を進めてまいります。 

 

 

■サービス概要  

サービス名 お手軽 DR サービス オフィス版 

特長 ① 企業規模を問わず手軽に導入でき、低コストで利用できるクラウド型 DR サー

ビスです。 

 ② オフィスビルやデータセンターに設置の業務サーバを対象に、通常時はリモー

トバックアップでデータを保全、災害時は、インフォコムクラウド基盤で迅速に

復旧（DR）させ、事業継続を実現します。 

 ③ BCP/BCM を支援する災害時を想定した訓練をサポートします。 

価格 基本サービス 

初期料金 

利用料金 

追加 100GB 
 

 

200,000 円 

 75,000 円/月 

 15,000 円/月 

 ※基本サービスには 100GB のデータ容量が含まれます。 

※回線費は別途必要となります。 

※災害訓練はオプションサービスとなります。 

※災害時のクラウド基盤利用料金は、別課金（災害時オンデマンド課金サービス）となります。 

※災害時の DR を含まない、リモートバックアップのみのプランもご用意しています。 

利用料金 58,000 円～/月 

提供開始

予定日 

平成 23 年 12 月６日 

 

 

■ サービスイメージ図 
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【用語解説（五十音順）】 

■BCP（事業継続計画） 

Business Continuity Plan の略。企業が災害や事故などに遭遇し、通常の事業活動の継続が困難となった場合に、事業

資産の損失を最小限に止め、必要な業務を柔軟に継続させ、できる限り早期に事業活動上重要な事業、機能を復旧す

るために、平常時の計画、準備や緊急時の方針、対策、手段を取り決めておく経営計画及び一連のプロセス。 

 

■ISO20000 

平成 17 年 12 月に IT サービスマネジメント(ITSM)に関する英国規格 BS15000 をベースに開発された国際規格で、組織

の IT サービスマネジメントが適切に実施されている事を第三者機関が審査・認証するもの。プロセスの定義では ITIL(IT 

Infrastructure Library: IT サービスマネジメントのベストプラクティスを集めたフレームワーク)を参照。 

 

■仮想化 

1 台のコンピュータの上で複数の OS を稼動する、または複数のコンピュータを 1 台のハードウェアであるかのように利用

する技術。インフォコムでは、信頼性、拡張性、省エネ効果の高い仮想化基盤を活用して提供するコストパフォーマンス

に優れた月額課金制の仮想化ホスティングサービスを提供している。 

 

■クラウド 

ネットワーク、特にインターネットをベースとしたコンピュータの利用形態。ユーザーはコンピュータ処理をネットワーク経

由で、サービスとして利用する。従来のコンピュータ利用は、ユーザー（企業、個人等）がコンピュータのハードウェア、ソ

フトウェア、データ等を、自分自身で保有・管理していたのに対し、クラウドコンピューティングでは「ユーザーはインターネ

ットの向こう側からサービスを受け、サービス利用料金を払う」形になる。インターネット経由の一般向けサービスを「パブ

リッククラウド」、業界内・企業内（ファイアーウォール内）等のサービスを「プライベートクラウド」と言う。当社グループで

は提供するクラウドサービスを「info-cloud®」と総称し、サービスの拡充に努めている。 

 

■ディザスター・リカバリー 

Ｄｉｓａｓｔｅｒ Ｒｅｃｏｖｅｒｙを略し、ＤＲと表記する事もある。ディザスターは天災・災厄･災害、リカバリーは復旧・修復を意味

しており、災害等によってコンピュータシステムが稼動できなくなったときに備えて、業務を継続するための代替手段を用

意する事。 

 

■データセンター・サービス事業 

当社グループのサービス・セグメントに分類しており、自社保有のデータセンターで、システム運営の様々なニーズに的

確に応えるワンランク上のデータセンター・サービスを提供している。最新の技術を駆使した仮想化基盤の強化を完了し、

SaaS 型ビジネスを積極的に推進するとともに、システム運用に関するコストパフォーマンスの向上やグリーン IT 化に対

応する顧客を支援する仮想化ホスティングサービスも提供している。ＩＴサービスマネジメントシステムに関する国際認証

（ISO20000）を有した信頼性の高いシステム運用による IT フルアウトソーシングサービスを提供する。 

 

■ネットワーク・アウトソーシング・サービス 

ネットワークの計画・設計・保守・運用等の企業内の業務を外部の専門業者に委託し、委託を受けた外部業者が提供す

るサービスの事。 

 

■フルアウトソーシング・サービス 

企業が社内の情報システム等の運用管理を一括して外部の専門業者に委託し、委託を受けた外部業者が提供するサ

ービスの事。 

 

■マネージド・サービス 

データセンターに設置したシステム・機器等に対して保守・監視・運用等の作業を代行するサービスの事。 

 

 

 

＜サービスに関するお問合せ先＞ 

インフォコム株式会社 

データセンター事業本部 DC サービス部

東京都渋谷区神宮前２-34-17 

Tel： 

E-mail： 

URL： 

03-6866-3330 

idc@infocom.co.jp 

http://www.infocom.co.jp/dc/ 

＜リリースに関するお問合せ先＞ 

インフォコム株式会社 

広報・IR 室長 松尾 宏治 

東京都渋谷区神宮前２-34-17 

Tel： 

E-mail： 

URL： 

03-6866-3160 

pr@infocom.co.jp 

http://www.infocom.co.jp/ 

※ 本リリースに記載された会社名、サービス名及び製品名等は該当する各社の登録商標または出願中の商標です。 

 


